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スーパーマーケットにおける 

ペットボトル店頭回収のコスト試算 



ペットボトル店頭回収フロー・コスト試算① 

ﾘｻｲｸﾙ工場 
店舗          

保管場所 

（20店舗） 

袋交換・保管場所への移動 
1日5回・1時間 
自給1000円で換算すると 
1日1,000円・1ヶ月30,000円 
20店舗合計で600,000円① 

2ｔパッカー車・積載量300㎏ 
1日8時間拘束・毎日回収 
時間単価4,000円で換算すると 
1日32,000円・1ヶ月960,000円② 

1,200,000円（①＋②－③）は排出者の負担（20店舗・1ヶ月）→133円/㎏ 

300㎏×30回＝9,000㎏ 
持込み単価40円/㎏で計算すると 

収益は360,000円③ 
売却収入   

前提条件：20店舗・1日1店舗15㎏排出・資源単価40円/ｋｇ（持込み） 



ペットボトル店頭回収フロー・コスト試算② 

ﾘｻｲｸﾙ工場 
店舗          

保管場所 
（20店舗） 

袋交換・保管場所への移動 
1日5回・1時間 
自給1000円で換算すると 
1日1,000円・1ヶ月30,000円 
20店舗合計で600,000円① 

10ｔウイング車・積載量900㎏ 
1日8時間拘束・月10回回収 
時間単価6,000円で換算すると 
1日48,000円・1ヶ月480,000円② 
 

720,000円（①＋②－③）は排出者の負担（20店舗・1ヶ月）→80円/㎏ 

センターに保管場所があることと、保管料金が無料であることが前提 

売却収入   

物流センター 
集約 

自社の戻り便 
活用で 
費用は0円設定 

※物流会社への 
負担は大きい 

900㎏×10回＝9,000㎏ 
持込み単価40円/㎏で計算すると 

収益は360,000円③ 



ﾘｻｲｸﾙ工場 
店舗          

保管場所 

（20店舗） 

小売店が負担 
※リサイクルボックス設置費用と 

 ビニール袋代も含む 

飲料メーカーさんが負担 
※原料調達の一環として 

売却収入   

コスト負担の役割分担（案） 

費用の一部に充当 

再商品化委託費用の削減につながるような仕組み構築 
→メーカーさんへのコストメリット 

恩恵を受けている｢自治体」からの支援（インセンティブ）    
→集団回収のような仕組み 


